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意見書「案」（資料３より一部抜粋） ※この意見書案はまだ決定したものではありません 
 

１ 豊平地区の小学校再編及び豊平まちづくりセンター・地区会館（豊平会館）・豊平児童会館の

複合化について 

⑴ 児童の教育環境の向上を図る観点から、旭小学校と豊平小学校を再編する。 

⑵ ア 児童の通学距離や建築物の耐用年限等を考慮し、現在の豊平小学校敷地を活用して再編 

    する。 

⑶ ・・・豊平まちづくりセンター・地区会館（豊平会館）・豊平児童会館を複合化することとし、その

運用にあたっては児童の安全確保や学習環境の向上、地域住民の利便性などに最大限配慮

すること。 

３ 通学安全に関する要望等 

・・・学校や保護者、地域等は、これまで以上に連携を深め、地域全体の課題として除雪を含めた

児童の通学安全に関する取組を充実させていくことが必要と考える。 

４ その他の要望等 

⑴ 小学校の再編に向けて、両校の交流事業を実施するなどし、児童や保護者が安心して再編 

後の小学校における活動を行える環境を整えること。 

⑶ ・・・再編後の学校名について、現在の両校の学校名をそのまま用いることは、慎重に考慮 

すべきものと思われる。「新しい学校」にふさわしい名が別途検討されることを望みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元：豊平地区学校配置検討委員会事務局 
(札幌市教育委員会生涯学習部学校施設課学校配置マネジメント担当) 第８号 

発行 

2025 年 2 月 

令和６年 12 月 11 日に第８回学校配置検討委員会を開催いたしました。協議内容につきまして、

地域の皆様へお知らせしますので、是非とも多くのご意見をお寄せください。 

豊平地区では、旭小学校の小規模化による課題の解決等のため、令

和５年２月より「学校配置検討委員会」（以下、「検討委員会」といい

ます。）を設置し、検討を進めております。 

検討委員会の配布資料等については札幌市教育委員会のホームページに掲載しています。  

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/toyohira.html 

※第７回検討委員会の後、計２件のご意見等が寄せられました。第８回検討委員会の資料として検討委員

会内で共有しております（上記 HP で公開）。内容に応じた協議の中で参考とさせていただきます。 

豊平地区 学校配置検討委員会ニュース 

協議事項１ 意見書の内容について 

※資料は下記二次元コードよりご覧ください 

資料３▶ 参考資料１▶ 参考資料２▶ 

意見・質疑応答の概要 
※類似の発言内容をまとめるなど文言を整理して掲載しています。 

※「●」・・・委員からの意見、質問等 

※「⇒」・・・委員、札幌市・教育委員会職員からの説明、回答 

sa70300
テキストボックス
資料１
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●旭小校区の児童が新設校へ通学する場合、新たに多くの児童が豊陵公園南側の交差点を利用

する事になり危険なので、具体的な対策案について意見書に記載して欲しい。 

●豊陵公園の交差点に円形横断歩道橋を設置すれば解決するのではないかと思うが、それが難

しいのであれば、歩行者の信号を、渡る時間が長くなるよう警察と交渉して欲しい。 

●交通安全指導員の見守りについては、備品等の支給も十分でなく、慢性的に人手不足であり、

今後はさらに厳しくなることが見込まれる。 

●それぞれの小学校が担っている、まちづくりや防犯の拠点としての機能が、学校がひとつにな

ることで、これまでのように各地域に応じた丁寧な対応がされなくなる事が不安。新しい学校

の校区全体にちゃんと目を配るという事を明記した方が安心感を与えるのではないか。 

●拠点が１箇所になっても、町連でそれぞれの地区の安全、防犯対策についても引き続き取り組

んでいくことには変わりない。 

●それぞれの地区で防犯対策や交通安全対策について引き続き取り組んでいくことがわかるよ

うな言葉を意見書に盛り込めば、未就学児の保護者の不安も減るのではないか。 

●学校再編後の見守り活動などの具体的な体制については検討が必要だが、意見を出し合って

新しい形を作っていければよいのではないか。 

⇒【教育委員会】 

・それぞれの地区における今の交通安全の取組みを、新設校のスクールゾーン実行委員会等

で引き継いで、新しい交通安全対策について話し合う事を想定しています。 

・新設校が開校するのは早くとも約７年後の話であり、状況が変わる可能性もあるため具体

的な対応策については、ある程度状況が見えてから再度検討した方がいいと考えています。 

・警察からも、新設校の通学路がどこになるのか、その通学路を何人の児童が利用するのか

等が具体的に決まった上で交通安全対策を検討する必要があると聞いています。 

・今回のご意見を踏まえて、意見書の表現については検討したいと考えています。 

⇒【小学校の校長】 

・以前勤務していた学校では、交通安全指導員等が使う用品の購入について、地域の企業に

ご協力頂いたり、担い手について町内会へもご相談した結果、新たに多くの方が交通安全

指導員として活動頂けるようになったという事がありました。 

・見守り活動を行う方にとっても、子どもと交流を持つ活動が、生きがいになるというお話

も聞いたことがあり、地域の企業や地域の担い手とともに交通安全を行っていけるような

まちづくり活動を学校からも働きかけることができればいいと考えます。 
 
 
 
【協議結果】 

◆「通学安全に関する要望等」について、具体的な安全対策については、新設校の開校

に向けて、今後のスクールゾーン実行委員会等で検討するが、意見書の文言について

は検討委員会での協議内容を反映したものとなるよう、検討する。 
 

 

 

 

 

「通学安全に関する要望等」について 



- 3 - 
 

 
 
 

●小学校にまちづくりセンター等を複合化することの必要性、メリットを明確にわかりやすく

した方がいい。 

⇒【小学校の校長】 

・小学校では、地域の皆さんと一緒に、地域について学び、子どもたちがこの地域の未来を作

るような大人になれるような取組をしています。学校としてやりたいことを相談し、ご意見

をいただくにあたって、同じ施設ですぐに会える環境は大きなメリットになります。 

⇒【教育委員会】 

・すでに複合化している学校では、学校や児童会館と地域がそれまで以上に緊密に連携して活

動している事例もあります。 

 

●新設校に取組案どおり複合化した場合、駐車場が狭くなり、それぞれの施設の利用者が困るこ

とが懸念される。児童会館のみ学校に複合化し、まちづくりセンターと地区会館は今の場所で

改修か建替えし、郷土資料室や図書室を併設することはできないか。 

⇒【教育委員会】 

・札幌市では、学校の改築等のタイミングに合わせて、学校施設にまちづくりセンターや地区

会館、児童会館等を複合化することを市全体の方針としています。 

・豊平地区での取組において、まちづくりセンターと地区会館を新設小学校に複合化するとい

う考え方は、検討委員会立ち上げ時に皆様にご提案した取組内容の基本的な内容の一つであ

り、そこを見直すとなると大きな方針転換となってしまいます。 

・新設校には現在の学校にもある郷土歴史資料等を、図書室に連なるような形で展示するなど

の検討は可能と思います。 

⇒【市民文化局区政課】 

・（複合化した地区会館に歴史資料等の展示室のようなものを設けることは可能か？との教育

委員会からの質問に対して）地区会館は、札幌市有の建物を地域に貸し付け、地域が主体と

なって運営するという形式であるため、常設する形で展示室を設置するのは難しいのではな

いかと思います。 

⇒【小学校の校長】 

・協議は必要と思いますが、意見書では、豊平の歴史を大事に残していくということがわかる

ような表現になればいいのではないでしょうか。 

 

 

●いまは旭小にミニ児童会館があるが、学校再編によりなくなるのが心配。旭小の跡活用として、

子どもが放課後過ごせるような機能があればいい。 

●学校再編や複合化によって大きな校舎が必要となり、グラウンドが狭くなるのではと心配し

ている。子どもが伸び伸びできるような環境を整えてあげることが大事だと思う。 

新設校に複合化する市有施設について 

その他 
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●それぞれの思いはあると思うが、学校規模適正化の取組を進めるため、次回を目途に意見書の

内容を固めるべき。  

⇒【教育委員会】 

・複合化を伴う新設校建設であっても、現在の敷地をより効果的に利用できる配置の工夫など

により、今と比べて大幅にグラウンドが狭くなる事は無いようにしたいと考えています。た

だし、具体的な配置、広さなどは設計を進めていく中で確定することになります。 

・学校配置検討委員会の協議期間も長くなり、委員の皆様のお時間を頂いていることや年度替

わりとなることも考慮し、今後、個別のご相談などもさせていただきつつ、次回の検討委員

会で可能であれば意見書案を固めたいと思います。 

 

 

 

 
 

次回の検討委員会について                        
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

豊平地区 学校配置検討委員会事務局 
▶札幌市教育委員会生涯学習部学校施設課（学校配置マネジメント担当） 
▶電話：011-211-3836 FAX：011-211-3837 

▶e-mail：gakkokibo@city.sapporo.jp 

検討委員会の開催概要は札幌市教育委員会のウェブページにも掲載しています。  

  https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/toyohira.html 

 

ご意見、ご質問は、下記事務局までお寄せください。 

▶第８回検討委員会の振り返り   ▶地域や保護者の皆様から寄せられた声の紹介 

▶意見書作成に向けた検討     ▶その他、当日協議を行う必要があるもの 

次回（第９回）検討委員会の議題（予定） 

▶会 議 名    第９回 豊平地区 学校配置検討委員会  

▶開催日時   2025 年(令和７年)３月５日水曜日 16 時 00 分～17 時 30 分 

▶開催場所   豊平会館（豊平区豊平６条７丁目１-12） 
 ※検討委員のみが参加する会議のため、一般の方は入場できません。内容は後日ニュースレターやホームページでお知らせします。 

また、日程は都合により変更となる場合があります。 

 

学校規模適正化 豊平 検索 

さっぽろ市 

02-S01-24-2644 

R6-2-1696 

 【協議結果】 

◆これまでの協議を踏まえ、教育委員会に提出する意見書について引き続き検討する。 

 


